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硬さを 280Hv まで低減できる．残留応力は表面から 12mm まで存在するものの．引張・圧縮
残留応力の最大値をそれぞれ 80MPa, 20MPa まで抑制可能である． 
4) 焼鈍試験による切断部の残留応力低減には 600℃～700℃程度の温度に加熱することが重要で
あることを判明した. 
 
